
東京2020オリンピック・パラリン
ピックの気運醸成に関する
区の取組みについて

資料２令和2年度第3回新宿区東京2020大会区民協議会
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Ⅰ 令和２年度の取組み（実績）

本年度下半期における主な取組みを報告します。

※ 前回第２回協議会（令和２年１０月３１日付書面開催）
における報告内容（本年度上半期の取組み）は以下のとおりです。

・大会延期（新たな競技日程の発表）に伴う
エレベーターラッピング及び庁用車ラッピングの修正

・区内各所のサイネージおける大会１年前ＰＲ動画
（大会組織委員会制作）の放映

・パラリンピック競技を紹介する小・中学生向けクイズ
「おうちdeパラマスター！」の公開 など
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Ⅰ 令和２年度の取組み（実績）

▶区内各所に設置したサイネージにて、東京2020オリンピック
開催200日前（1月4日）を契機として、アスリートによる
ＰＲ動画（大会組織委員会制作）を放映しています。

「今日もまた、前を向こうとする人がいる。」
桃田賢斗選手（バドミントン） ほか５種

▶東京2020パラリンピック開催200日前（2月5日）を
契機に、大会マスコット像を展示しています。

【数量、大きさ、展示場所等】

Ｌサイズ Ｓサイズ

数量 １セット（計２体） ３セット（計６体）

大きさ W約90㎝×H約150㎝ W約18㎝×H約20㎝

重量 約22㎏ 約2㎏

素材 FRP素材(強化プラスティック）

展示
場所

新宿スポーツセンター

(1階ロビー)

・区役所第一分庁舎

・四谷スポーツスクエア

・新宿歴史博物館
マスコット像Ｌサイズ

（新宿スポーツセンター）

大会200日前ＰＲポスター

１．シティドレッシング
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Ⅰ 令和２年度の取組み（実績）

▶2～3月に開催を予定していた「アーティスティックスイミング教室」及び「水泳教室」は、
緊急事態宣言の延長等の状況を踏まえ、中止としました。

２．気運醸成イベント

▶新宿2020サポーターの登録受付を継続して行っています。
⇒ 登録者数：406名（令和3年3月6日現在）

▶今後、気運醸成イベントの再開とあわせて活動の機会を創出していきます

３．ボランティア（新宿2020サポーター）

▶「広報新宿」における東京2020大会関連
記事の連載を月1回程度行っています。

※緊急事態宣言により、1～３月は休載

４．その他

「なるほど！TOKYO2020」（令和2年12月15日号8面）
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Ⅱ 令和３年度の取組み（予定）

令和３年度における主な取組みの実施予定です。

新型コロナウイルス感染症の状況を踏まえて、
適切な感染防止対策を講じたうえで実施していきます。
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Ⅱ 令和３年度の取組み（予定）

１ コミュニティライブサイト

東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会期間中、誰もが一緒に観戦や応援を楽しめ
るコミュニティライブサイトを開催します。

【開催目的】

 区民、来街者等が、一体となって観戦できる機会を提供する

 子どもたちによる演奏や踊りの発表など、区民の感動を創出する

 次世代に受け継ぐべき新宿の伝統文化を世界に向けて発信する

 障害理解を促進するコンテンツを通じ、インクルーシブな社会の実現に寄与する

【開催内容】

 競技中継の放映（4K・8K放送）開閉会式を含む

 アスリートによる競技解説

 区立小・中・特別支援学校の児童・生徒によるステージ発表

 区民団体・関連団体・学生等によるステージ発表

 区立小・中・特別支援学校の児童・生徒による作品展示

 観光ＰＲコーナー など



【開催期間】令和３年７月２１日（水）～８月８日（日）
１９日間

【開催場所】新宿住友ビル（新宿区西新宿２－６－１）
三角広場
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Ⅱ 令和３年度の取組み（予定）

１ コミュニティライブサイト

新宿住友ビル三角広場

【開催期間】令和３年８月２４日（火）～９月５日（日）
１３日間

【開催場所】工学院大学新宿キャンパス（新宿区西新宿１－２４－２）
アトリウム 工学院大学新宿キャンパス

アトリウム

※ コミュニティライブサイト期間中、競技体験やアスリートのトークショー等を行う

「2020 SHINJUKU MEMORIAL FESTA」（主催：大会パートナー企業等で構成する
実行委員会）が同時開催される予定です。
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Ⅱ 令和３年度の取組み（予定）

１ コミュニティライブサイト

大会組織委員会による「ライブサイト実施における新型コロナウイルス感染症対策の指針」
を踏まえて実施します。

①３密（密閉・密集・密接）の回避

・身体的距離の確保（グループ間の座席の距離
１ｍ以上、ステージから観客まで２ｍ以上 等）

・事前申込制(半数程度)による入場待機列の緩和

・定員を超えた場合の入場制限

・空調設備による定期的な換気 など

②飛沫感染・接触感染防止

・運営スタッフのマスク着用の徹底

・来場者のマスク着用の徹底及び注意喚起

・入場受付や手荷物検査における飛沫防止策

（アクリル板や透明ビニールカーテンの設置）

など

③殺菌・消毒

・入場時及び場内での手指アルコール消毒の徹底

・会場入替時（1日3回予定）における会場全体
の清掃・消毒

・多数の人が触れやすい場所（トイレ等）の
定期的な清掃・消毒 など

④体調管理・確認

・入場時の来場者の検温及び健康状態の確認

・発熱や咳等の有症状者の入場制限

・運営スタッフの日々の検温による健康状態の
確認と報告の徹底

・出演者及び出展者の体調確認の徹底 など

⑤その他の対策

・広報・HPを活用した感染症対策の事前周知及び会場における注意喚起

・観戦時の遵守事項（大声での応援禁止等）の事前策定と周知徹底

・感染症対策部局との協議による「陽性者発生時の対応計画」の策定

・接触確認アプリ（COCOA）の活用 など
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【 主 催 等】（主催）新宿区
（後援）駐日ギリシャ大使館

【開催期間】令和３年７月２１日（水）～８月８日（日） １９日間

【開催場所】新宿住友ビル（新宿区西新宿２－６－１）三角広場

【実施内容】

 ベルリン1936大会以降の夏季オリンピック（20大会）の
トーチ計25本の展示

※ 東京2020オリンピック聖火リレーのトーチは、
7月24日以降に展示予定

 東京2020オリンピック聖火リレー映像の放映
（ギリシャでの採火式や国内各地の聖火リレーの様子など）

東京2020オリンピック開催期間にあわせて、夏季大会のオリンピックトーチ等のコレクショ
ンの展示等を行い、来場者にオリンピックの歴史の重みや平和への想いを感じてもらう機会を創
出します。

平成30年度に実施したトーチ展

Ⅱ 令和３年度の取組み（予定）

２ メモリアルコレクション展（聖火トーチ展）
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【開催日程】令和３年７月２３日（金）

【開催場所】新宿住友ビル（新宿区西新宿２－６－１） 三角広場
（東京2020オリンピック コミュニティライブサイト会場と同じ）

オリンピック聖火は令和3年3月25日に福島県からスタートし、日本全国を巡ります。
新宿区では、聖火リレー最終日の出発式を開催します。

東京2020オリンピック
聖火リレートーチ

【開催日程】令和３年８月２０日（金）

【開催場所】コースなど詳細を受けて決定

東京2020パラリンピック
聖火リレートーチ

Ⅱ 令和３年度の取組み（予定）

３ 聖火リレーイベント

パラリンピック聖火リレーでは、区内で採火式や聖火ビジット（区立障害者福祉施設等での
聖火の展示）を開催します。
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（１）クールネックタオルの制作

Ⅱ 令和３年度の取組み（予定）

４ その他

東京2020大会の競技を観戦する子どもたちの暑さ対策として、新宿観光振興協会の協力
を得て野老朝雄氏の「新宿オリジナルデザイン」が装飾されたクールネックタオルを制作し
ます。観戦時に「新宿オリジナルデザイン」を皆で一緒に身に付けることにより、一体感を
創出します。

配付対象：区立小学校、中学校、特別支援学校の児童・生徒等

（２）パラリンピック競技を通じた伊那市との交流

令和元年度には、新宿区の子どもたちが友好提携都市である
伊那市を訪ね、ボッチャの競技体験等を通じて交流しました。

令和３年度は、伊那市の子どもたちに新宿へお越しいただき、
パラリンピック競技の観戦を通じてパラリンピック競技への
理解を深めます。

伊那市との交流体験の様子
（令和元年度）

東京2020大会期間中のコミュニティライブサイトや聖火リレー等において、気軽にボラ
ンティア活動ができる機会を創出し、新宿2020サポーターの更なるボランティアマインド
を醸成します。

また、大会終了後はその経験を活かし、活動の場を地域社会へと移行できるよう研修を通
じて支援します。

新宿オリジナルデザイン
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（１）東京2020オリンピック・パラリンピック区民参画事業助成

Ⅱ 令和３年度の取組み（予定）

４ その他

区内で実施する、大会の気運醸成に資する自主的な活動に助成します。

【申請受付期間】令和３年４月上旬～５月上旬

【対象事業期間】令和３年４月１日(木)～１２月３１日(金)

【 助成上限 】１団体１００万円まで

（２）パブリックビューイング助成

区内で実施する、大会期間中のパブリックビューイングに要する経費を助成します。

【申請受付期間】令和３年５月下旬～６月下旬

【対象事業期間】令和３年７月２１日(水)～９月５日(日) 大会期間中

【 助成上限 】１団体３０万円まで

（１）区民参画事業助成を活用した地域イベント（令和元年度）
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東京五輪音頭の普及を通じて、大会へ向けた気運の醸成を図ります。

また、大会終了後も地域の祭りなどで東京五輪音頭をご活用いただくことで、改めて大会
への想いを地域全体でレガシーとして共有していただき、地域の一体感の創出につなげます。

【開催期間】令和３年５～６月 ５回程度

【開催場所】新宿コズミックセンター
四谷スポーツスクエア

Ⅱ 令和３年度の取組み（予定）

４ その他

東京五輪音頭-2020-講習会の様子
（令和元年度）

大会終了後、聖火リレーやパラリンピックマラソンルート等を示す銘板を設置することに
より、レガシーの創出を図ります。
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● 東京2020オリンピック・パラリンピック開催に向けたロードマップ


